
 

 

※講演の直接引用ではなく要点をまとめたもの。 

国会議員会議「ICPD30：誰一人取り残さない高齢化社会の実現に向けて」 

外務大臣挨拶 

 

冒頭 

●本日、アジア人口・開発協会（APDA）、人口と開発に関するアジア議員フォー

ラム（AFPPD）、そして国際人口問題議員懇談会（JPFP）の主催のもと、『国会

議員会議「ICPD30:誰一人取り残さない高齢化社会の実現に向けて」』が開催

されることに、心からお祝い申し上げます。 

●私も第７代 JPFP 会長として人口問題に取り組んできた立場から、ICPD30 周年

及び JPFP設立 50年を迎えることを感慨深く思います。 

●また、本会議の開催にあたりご尽力いただきました、福田康夫 元内閣総理

大臣・APDA 理事長、武見敬三 厚生労働大臣・AFPPD 議長、黄川田仁志 JPFP

事務総長に敬意を表します。 

 

人口と高齢化社会 

●人口問題は、世界の全ての国々に共通の課題です。特に、本会議のテーマで

ある「高齢化」は人口問題を考える上では不可欠な要素です。 

●我が国では高齢化が欧米諸国に比べても急激に進行しており、総人口に占め

る 65歳以上人口の割合は 29.0％です。また、我が国の健康寿命は世界でも有

数の水準として延伸傾向にあります。 

 

健康な高齢化 

●こうした健康寿命の延伸には、乳幼児期から老年期までのライフサイクルの

各時期において「健康とウェルビーイング」を重視した、脆弱層に着目し、

誰ひとり取り残さない、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ(UHC)という視点

を取り入れた、我が国ならではの経験があります。 

●日本は、自らの知見や経験をもとに、国連総会、WHO 総会、G7、G20、TICAD

等の国際的な議論の場において、UHC の推進を積極的に主張し、その中で、健

康な高齢化を推進してきました。 

 



 

 

 

 

●2020 年 12月には、我が国及びチリが共同ファシリテーターとして国連総会本

会議に提出した｢健康な高齢化の 10年｣決議案が採択されたことはその最たる

ものと言えるでしょう。 

●更に、我が国はこれまで開発途上国において高齢化対策や社会保障制度整備

の支援、専門家の派遣、研修等の取組を通じ、日本の高齢化対策等に関する

経験・知見の共有を行ってきました。 

 

人口・開発に関する議員活動 

●こうした日本の姿勢は今に始まったことではありません。人口問題に対するコ

ミットメントには、長い歴史があります。 

●本日の会議を主催する  「国際人口問題議員懇談会（JPFP）」が設立されたのは

1974 年です。  日本は戦後復興を果たし、急激な経済成長を実現しました。 

●その中で、人口とも関連が深い資源・食料危機といった課題の中で人類が生き

ていくためにはどうすべきか、言い換えればいかに持続可能な開発を達成する

かという強い危機意識がありました。JPFP はその危機意識の中から生まれまし

た。 

●JPFP は、日本の戦後復興の経験を共有することで世界的な人口、貧困及び保健

の課題に対処してきました。 

●目を大きく世界に見開いて先行きの長い人口問題に取り組むという、まさに各

国との連帯の精神が、我が国の国会議員から発揮されたものです。 

●1982 年には、アジア人口開発協会及び 

人口と開発に関するアジア議員フォーラム（AFPPD）が設立され、アジア地域の 

人口と開発に関する行政と立法との連携を促進し、各国の法整備や予算措置を後

押ししてきました。 

●現在では、この活動は世界中に広がり、世界全ての地域には人口と開発に関す

る地域議連、多くの国には超党派の議員グループが設立され、活発な活動が続け

られています。 

●日本政府は、国際家族計画連盟（IPPF）と国連人口基金（UNFPA）への拠出を通

じて、人口問題への取組を後押ししています。 

 

 



 

 

 

 

議員ネットワークへの日本信託基金（JTF）の貢献 

●各国のリーダーたる国会議員による貢献は、あらゆる社会・開発問題と密接に

関係する人口問題の解決において必須の要素です。 

●日本政府としてもこの活動の支援をしており、 

2003 年に国連人口基金(UNFPA)に日本信託基金(Japan Trust Fund：JTF)を設置

したのはそのひとつです。 

●日本信託基金では、世界各国の人口と開発問題に関する議員グループの議

論、各国の人口事情視察団の派遣、人口と開発に関する国際会議の支援を行

ってまいりました。 

●本日のこの会議も、日本信託基金事業として実施されており、日本だけでな

く、アラブやアジアの人口と開発に取り組む国会議員を中心に、活力ある高

齢化に向けた具体的な対応策を共有し、各国の立法・政策立案を後押しする

ことが目的です。 

●これまでも、日本信託基金によって実施された会議に参加した議員の方々の

手によって、数多くの人口関係の立法がなされたと承知しています。日本政

府としても、このような支援を引き続き行っていきたいと思います。 

 

結語 

●本年は国際人口開発会議(ICPD)から 30 周年を迎える記念すべき年です。 

●我が国は、来月 15 日-16 日にバングラデシュで行われる ICPD30 グローバル・

ダイアログ「Demographic Diversity and Sustainable Development」を共催い

たします。 

●この会議では、高齢化を含む様々な人口のあり方―「人口の多様性」に対し、

持続可能な開発を達成するために必要な視点が議論されます。 

●各国国民の代表である国会議員が参集し、活発に議論を行うことは、30年前の

国際人口開発会議で策定された「行動計画」を達成するため、また、多様化す

る人口に対応するための国際的な協力体制を構築する上で、極めて重要です。 

●国際人口開発会議から 30 周年を迎えるこの機会に、活発なご議論をしていた

だき、高齢化という切り口から、人口と開発の問題への国際的な取り組みの機

運を一層高めていただくことを、心から祈念いたします。 

●御清聴ありがとうございました。 


